
蟄⑰⑰⑰⑰⑰⑰⑰⑰⑰⑰⑰⑰⑱⑰⑰⑰⑰⑰⑰⑰⑰⑰⑰⑰⑰⑰⑰鯵
圏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国

富　対談曲目解説　霊
園　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圏
圏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圏
勅のののの収のの膝のの④④のののの④ののの④のののの俗腐構

イントロダクション

中野　楽友会の定期演奏会も今年で

36回目になりますが、今年はどういう

曲目を聴かせていただけるのですか。

尾高　前半は、合唱のア・カペラで

バッハのモテット『イエスよ、わが喜

び』BWV．227、そして後半は、オー

3，6heral

unter deinem S－
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ケストラを加えて、シューベルトの

『変ホ長調ミサ』D．950を演奏しま

す。

中野　なるほど。楽友会は、本来ヨ
ーロッパの宗教音楽の大作をとりあげ

ていくことが会の一つの伝統となって

いるわけですが、今回のように、定期

演奏会が、全て宗教音楽で行われると

宗教音楽のみで構成さ

れた今回のプログラム。

その魅力を皆様に。

いうことは、初めてではないですか。

尾島　そうなんです。やはり、そう

した伝統があるのなら、一度位、宗教

音楽のみの演奏会があってもいいので

はないか、いや、むしろ、そうしたこ

とがあって当然なのではないか、とい

うことで、今回の選曲に至った謝ナで

す。



中野　博司（慶應大学文学部教授）

尾高　雄－（学生指揮者）

中野　バッハのモテットは、バロッ

ク時代のプロテスタントの音楽。シュ

ーベルトのミサは、ロマン派初期のカ

トリックの音楽。そういった意味で、

今日のプログラムは本当に楽友会にふ

さわしいもので、色々な聴き方が楽し

めそうですね。きっと今日お聴きにな

る先輩方もお喜びになると思います。

5．コラール　第3詩範
さあ、年を経た竜よ

さ務、死のあきとよ

さ轟、死の恐縮よ、あそいくるがよい。

この世よ、暴れ、裂けるがよい。

そ種でも私はここに立って

平然とうだうのた、

秘ま樺のカに守られているのだから。

地と撼獄よ、きみだちかいくらぷつぷついおうとも

いすれは黙り込むしかないの倉。

6．合唱（ローマ人への手紙8，9）

しかし、神の律陸があなたがたの内に宿っているなら、

あ松庵が雇は劇こあるのではなく、

霊に涼るのである。

もし、キリストの霊を持たない人がいる怒ら、

その捕まキリストのものでは恐い

7．コラール　第4詩範

すべての財宝よ、去るがよい、

あな淳だけが私の楽しみなのです。

イエスよ、私の喜びよ。

空しい栄誉よ、去るがよい。

きみ燈割こ貸す苗穂とない。

秘の細らないところにいくがよい。

悲惨、困窮、十字架、轍唇、そして死よ、

さあ雇ちかいくら琶しめようと

秘をイエスから離すことはできない。

8．含曙（ローマ人への手紙8，10）

もし、ギリストがあなたがたの内ほあられるなら

から澄ま轟ゆえに死んでいても

霊は義のゆえに生きているのである。
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9．Chorai

Gute Nacht．o Wesen，

Das die Welt erlesen，

Mir gef割Ist du nicht．

Gute Nacht言hr S組nd合札

Bleibet weit dahinten，

Kommt nicht mehf ans Licht！

Gute Nacht，duStolzuhdPrachtt

Dir sei ganz膏u Lasterleben，

Gute Nacht gegeben．

10．6hor

So mm derGe鴫tides，derJesum

vomdenToten観融W飲水e誼か，ineuchwo融et，

SOWirdauchderselbige，derChristum

VQnくねn TQten a龍er郁噂Cket hat，

eurese銃blic彊Le龍始でlebend短maehem

脳粗d義両軸en，出庫壷nGeistinel融wdhn放

11．Chor却

Weicht言hrTrauergeister，

Denn meinFreudenmelSter，

Jesus，tritt herein．

Denen，die Gottlieben，

M型ヂauchihr Bet舶ben

Lauter Zucker sein．

D証dichschonhierSpottunむH血，

DennochbleibstduatlChim Leide，

Jes叫meine Fre融e．

9．コうール　第5詩範

さようなら、おお

この世をえらんだ入よ！

あな斧は私の気にいら憩い．

さようなら、発たちよ！

すっと後に退いて、

もう関るいところに乗積いでくれ！

さようなら、高慢よ、薫香よ1

さては悪徳の生活よ、

もうきっぱりとお別れだ1

10．合唱（ローマ人への手紙8，11）

もし、イエスを死人のなかから整う世だかたの御霊が、

あなたがたの軸こ宿っているなら、

キリストイエスを死人のなかから整うせ雇か雇は、

あなたがたの内に宿っている御霊にふっで、

あな差が雇の死ぬべきからだをも、

生かしてくだざるであろう

11．コラール∴第6議籠

退け、悲しあの霊よ」

私の喜びの主であるイエスが

お入りになるのだから、

神を愛する者にとっては、

きみたちの悲しみも

甘い砂糎でしかない

私がここで蹴りと辱しめを受けようとも、

あなたはいつも秘と共にあら煮lるのです。

イエスよ、私の喜びよ

（Jフランク作のコラール種Jesu，me旧e FreudeO（1653））



イエスよ、わが喜び

中野　尾高さんがこのバッハに挑戦

する、最大の理由はなんでしょう。

尾嘉　バッハは、宗教音楽のいわば

頂点であると思うんです。そこで、先

にも述べた楽友会の伝統をふまえて、

宗教音楽の頂点にあるバッハの演奏を

したいと思ったのです。

中野　今回のこのモテットの特色と

いうと、どういうところにありますか。

居恵　まず、コラールの編曲が使あ

れているということだと思います。

中野　コラールというのは、ドイツ・

プロテスタントの讃美歌のことですね。

このモテットに使われるコラールは、

ヨハン・クリユーガーの旋律と、ヨハ

ン・フランクの6節の歌詞からなって

います。そのコラールをバッハが、和

声的、対位法的など、様々な手法を駆

使して、自由に展開させていきます。

このように、コラールがこのモテット

の中心になっていることが、一つの特

色をわけですね。

尾高　それから、バッハの音楽に欠

かすことのできないフーガが、有効に

使われていること。特に、中心の、第

6曲目は素晴しいですね。

中野　そうですね。l曲目と、最後

の11曲目は、和声的な扱いのコラール、

4曲目と8曲目は三声からなる合唱曲、

ご指摘の五声からなる6曲目の大きな

フーガがこのモテットの一つの頂点を

なし、その両側が、シンメトリックに

構成されているわけです。

尾島　たしかに、この作品には、バ

ッハの音楽によくみられる、十字架的

な対称構造が見事に使われていると思

います。

中野　ええ、僕は楽譜を見てびっく

りしたんですけれども、バッハの音楽

は、計算され尽してあるんですね。そ

ういう、がっちりとした構成をつくる

というところも、一つの特色と言えそ

うですぬ。他に特色はありますか。

尾島　はい、当然のことなんですけ

ど、ドイツ語の歌詞で歌われているこ

とがあげられると思います。

中野　ドイツ語で歌うということは

大変重要なことだと思います。先程お

話のでた6曲のコラールの間に、バッ

ハが自由な合唱曲を作っているわけで

すが、そこに使われている歌詞は、新

約聖書の「ローマ人への手紙」の第8

章。これを、マルティン・ルターがド

イツ語に訳しているのですね。

尾高　ルターの訳が使われていると

いうことに、プロテスタントの拠り所、

原点といったものが見出せると思らま

す。

中野　歌詞の内容をよくみると、こ

の曲は、葬儀の時か、追悼礼拝の時に

演奏されたとする説に最も信憑性があ

りそうですね。ところで、尾高さんは

この曲を指揮するにあたって、一番苦

心したのはどういう点ですか。

尾島　この曲の場合、アーティキュ

レーションや、デュナーミクの指示が

ほとんど無いので、その分、演奏者に

裁量がまかされていることです。

中野　バッハの楽譜には、いわゆる

速度記号等が非常に少いんですね。で

すから、尾高さん自身がまずテンポを

決めなければならない。それからデュ

ナーミクをつける。もちろん18世紀の

写本の中に若干の指示は書き加えられ

ていますが、それだけではとても足り

ないわけです。要するに、楽譜の解釈

はみんな指揮者にまかされます。そう

いう意味で、尾高さんは随分勉強した

んでしょうね。

尾高　はい。バッハの演奏には、い

くつものスタイルがあって、各演奏者

によって様々な演奏が行われています。

私は、このモテットの1曲1曲の性格

をより強く浮き彫りにさせながらも、

その中に一貫したバッハの神への祈り

が流れている演奏をしたいと思います。

中野　きっと素晴しい演奏になるで

しょうね。頑張って下さい。



変ホ長調ミサ

中野　さて、後半は常任指揮者とし

て、過去35回にあたる定期演奏会を全

て振ってこられた岡田忠彦先生。宗教

音楽の演奏に関しては日本でも指折り

の、経験豊かな指揮者でいらっしゃる。

その岡田先生が今回お振りになるのが、

シューベルトの『変ホ長調ミサ』です

ね。尾高さんはシューベルトというと

どういったイメージをお持ちですか。

尾意　やはり、歌曲の大家というイ

メージが一番強いですね。

中野　このミサが作曲された、シュ

ーベルトの死の年、1828年には、ハ長

調の大きな『交響曲第9番』、ピアノ

ソナタ、そして歌曲集『白鳥の歌』等

も作られています。確かにシューベル

トというと、歌曲の作曲家としてのイ

メージが強いのですが、それだけでは

ないのです。交響曲、ピアノソナタ、

それから、忘れてはならないのが、ミ

サ曲だと思うわけです。尾高さん、こ

の曲の特色はどういうところにあると

思いますか。

尾島　シューベルトとしては珍しく、

対位法的手法が積極的に使われている

ところがあげられます。、

中野　そうですね。GloriaのCum

Sanctoの部分、あるいはCredoのEt

vitamの部分を初めとして、対位法的

手法が実に多く出てきます。それか

ら、最後のAgnus Dei。ここでは対位法

的なものと、彼お得意の和声的な手法

が見事な対比をみせています。これは

シューベルトが最後の曲で達した素晴

しいことだと思います。面白いことに、

ハイドン、モーツァルト、ベートーベ

ンにしても、晩年になると、対位法的

手法に挑戦するんですね。シューベル

トもこの曲では、対位法的な教会音楽

の伝統を取り入れているんですが、そ

れでいてシューベルト独特の音楽なの

ですね。

尾島　はい。他の作曲家の対位法と

は違った、シューベルトらしさ、つま

り彼の優美な雰囲気が一貫して流れて

いると思います。

中野　例えば、Kyrieで皆さんすぐ

にお気付きになると思いますが、やは

り、シューベルトというのは、叙情的

な作曲家ですよね。

居高　ええ、実にカトリックのミサ

のテキストにあった作曲をしています

ね。

中野　やはりシューベルトは、歌曲

を中心に作曲しただけあって、詩の内

容にあった曲をつけるのに慣れていた

ようです。尾高さん、一見、楽譜を見

ただけでは気付かず、歌っていくうち

に一つ一つの旋律に、シューベルトな

らではの美しきを発見することがあり

ませんか。

居島　はい。冒頭のKyrieの敬虔さ

や、Gloriaの勇壮たる出だしの部分、そ

れからAgnus Deiの前半の歌曲的な美

しぎを持ったところ等に見受けられま

す。

中野　この曲は、本当に合唱が主役

なんですね。

尾島　今まで演奏してきた数多くの

ミサの中でも、この曲は合唱の占める

割合が、時間的にも非常に大きいと言

えます。

中野　それと同時に、この曲をみて

いると、オーケストラの扱い方が鮮や

かですね。楽友会の伝統で、毎年、定

期演奏会には、N響団友オーケストラ

の皆さんに御出演頂いているわけです

が、この曲の中で、岡田先生がいかに

オーケストラと合唱をハイブリッドし

て、シューベルトの魅力を引き出して

下さるか、非常に楽しみです。歌って

らしてどうですか、この曲は。

居高　さすが、シューベルトは、歌

曲の作曲家でもあったというだけあっ

て、実にのびのびと歌うことができま

す。

中野　前半のバッハで、構成のしっ

かりした曲を歌う。そしてその後に、

なんといっても、若い人がすんなりと

入り込んでいける、正に青春のシュー

ベルトを歌う。これは大変に楽しみな

プログラムですた。僕も今夜はゆっく

りと楽友会の皆さんの歌声を聴かせて

いただきます。では、楽しみにしてい

ます。

尾高　はい。今日はどうもありがと

うございました。


